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今月のひとコマ

大きな夢を抱き
新たな一歩を踏み出す
３月は、町内の小中学校などで卒業式が行われました。
五城目小では、卒業生１人ひとりが「オリンピック選手になる」
「英語の勉強をがんばる」などの目標を発表し、卒業証書
を受け取りました。その後、お父さんやお母さんに感謝の
気持ちを伝えました。卒業おめでとうございます。



動
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
を
創

設
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し

し
尿
処
理
を
委
託

本
町
の
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥

の
処
理
は
、
規
約
を
定
め
、
４
月

１
日
か
ら
八
郎
潟
町
・
井
川
町
衛

生
処
理
施
設
組
合
に
委
託
し
ま
す
。

町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
用
途

を
廃
止
し
、
30
年
度
内
に
解
体
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
水

処
理
施
設
は
経
年
劣
化
に
よ
り
腐

食
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。
30
年
度

は
、
施
設
の
大
規
模
改
修
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

消
防
団
再
編
成
を
検
討

消
防
団
の
再
編
は
、
団
員
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
団

員
が
減
少
し
て
い
る
分
団
の
管
轄

地
域
は
、
消
防
本
部
、
各
分
団
で

協
力
し
、「
見
ま
わ
り
」
等
を
強
化

し
、
予
防
消
防
に
努
め
ま
す
。

平
成
９
年
度
に
配
備
し
た
消
防

車
両
は
、
故
障
が
著
し
く
、
有
事

の
際
の
消
防
活
動
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
30
年

度
で
は
、
本
車
両
を
更
新
し
、
消

防
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の

基
準
月
額
は
８
、４
０
０
円

平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
町

高
齢
者
福
祉
計
画
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
に
よ
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
費
用
を
推
計
し
、
介
護
保

険
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護

保
険
料
の
基
準
月
額
は
、
８
、４
０

０
円
と
算
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
介
護
給
付
費
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
や

生
活
習
慣
病
予
防
、
介
護
予
防
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

悠
紀
の
国
五
城
目
は

㈱
東
北
ダ
イ
ケ
ン
が
指
定
管
理

「
悠
紀
の
国
五
城
目
」
は
、
４
月

か
ら
、
株
式
会
社
秋
田
東
北
ダ
イ

ケ
ン
が
指
定
管
理
者
と
な
り
ま
す
。

同
社
は
県
内
９
か
所
の
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
る
実
績
が
あ
り
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
充
分
発
揮
し
、

地
域
農
業
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
生
産
者
の
育
成
等
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
建
設
に
合
わ
せ

都
市
公
園
区
域
を
変
更

五
城
目
小
学
校
の
建
設
地
予
定

地
は
、
都
市
公
園
区
域
内
に
な
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
建
設
予
定
地

に
代
わ
る
都
市
公
園
と
し
て
、
町

民
セ
ン
タ
ー
西
側
に
隣
接
す
る
町

有
地
「
多
目
的
広
場
」
を
新
た
に

都
市
公
園
区
域
に
変
更
し
ま
す
。

小
学
校
建
設
に

要
望
を
で
き
る
限
り
反
映

雀
館
運
動
公
園
内
に
建
設
す
る

五
城
目
小
学
校
の
基
本
設
計
を
３

月
末
に
策
定
し
ま
す
。

改
築
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
懇

談
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
ク
ー

ル
ト
ー
ク
な
ど
を
開
催
し
、
町
民

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
や

要
望
等
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
伺
っ

た
要
望
等
は
、
で
き
る
限
り
基
本

設
計
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

30
年
度
は
、
実
施
設
計
と
用
地

造
成
を
行
い
、
31
年
度
か
ら
校
舎

と
体
育
館
の
建
設
に
着
工
し
、
２

０
２
０
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

首
都
圏
等
か
ら
の
移
住
世
帯
数
は

目
標
25
世
帯
に
対
し
14
世
帯
、
第

２
子
以
降
出
生
数
は
、
25
人
に
対

し
29
年
度
19
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

30
年
度
は
、
達
成
度
が
低
い
「
し

ご
と
づ
く
り
」
分
野
で
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
を
継
続
し
、
商
品
開
発

支
援
の
補
助
率
を
引
き
上
げ
、
新

た
に
既
存
店
舗
改
修
事
業
支
援
を

加
え
、
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進

を
図
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
の

入
居
は
、
３
月
１
日
時
点
で
14
社

で
す
が
、
そ
の
う
ち
２
社
か
ら
退

去
の
申
し
出
が
あ
り
、
４
月
１
日

以
降
は
12
社
と
な
る
見
通
し
で
す
。

30
年
度
は
、
昨
年
設
立
し
た
一

般
社
団
法
人
「
ド
チ
ャ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
」
の
移
住
者
の
受
入
れ
や
起
業

等
の
支
援
が
本
格
稼
動
し
ま
す
。

ま
た
、「
株
式
会
社
ス
リ
ー
ア
イ

バ
ー
ド
」
が
、
県
建
設
部
や
県
建

設
業
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
恋
地

ス
キ
ー
場
等
を
活
用
し
て
、
全
国

初
と
な
る
建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総
合
研
修

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
検
討
し
、

31
年
度
か
ら
の
移
行
に
向
け
て
手

続
き
を
進
め
ま
す
。

町
の
中
心
部
を
循
環
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行

南
秋
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
協
議
を
進
め
て

い
る
広
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
は
、
成
案
に

向
け
、
住
民
等
か
ら
の

意
見
を
伺
う
た
め
公

告
・
縦
覧
を
行
い
ま
し

た
。形

成
計
画
は
、
３
町

村
の
地
域
住
民
の
生
活

需
要
に
対
応
で
き
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
で
、

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し

た
持
続
可
能
な
公
共
交

通
体
系
の
再
構
築
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
都
市
と
自
然
が
調
和

し
、
交
流
と
連
携
の
促
進
を
支
え

る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

30
年
度
は
、「
大
潟
村
マ
イ
ン
タ

ウ
ン
バ
ス
」
と
路
線
バ
ス
「
八
郎

潟
線
」
の
集
約
・
統
合
を
し
、
新

た
な
「
公
共
交
通
」
に
向
け
た
再

編
実
施
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

五
城
目
町
地
域
公
共
交
通
協
議

会
で
は
、
中
心
市
街
地
循
環
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
実
証
運
行

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

循
環
型
バ
ス
は
、
中
心
部
の
住

民
や
来
訪
者
の
移
動
を
確
保
し
、

買
い
物
や
通
院
が
し
や
す
い
よ
う
、

３
０
０
円
で
１
日
乗
り
放
題
方
式

を
考
え
て
い
ま
す
。
実
証
運
行
で

は
持
続
性
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
制
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
を
創
設

町
で
は
、
住
民
参
加
の
開
か
れ

た
行
政
を
目
指
し
、
多
様
化
す
る

地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
公
共
物
な
ど
の
生
活
環
境

の
維
持
管
理
や
元
気
な
地
域
づ
く

り
活
動
支
援
な
ど
、
町
内
会
や
様
々

な
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
住
民
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
、
住

民
に
よ
る
活
動
の
計
画
段
階
か
ら

行
政
も
参
画
し
、
協
働
体
制
を
確

立
し
、
様
々
な
団
体
の
初
期
活
動

を
支
援
す
る
、
新
た
な
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
制
度
「
ま
ち
づ
く
り
活

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
の

入
居
企
業
な
ど
が
事
業
を
拡
大
中 

「
し
ご
と
づ
く
り
」「
移
住
・
定

住
対
策
」「
少
子
化
対
策
」
の
３
つ

を
基
本
目
標
に
掲
げ
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
雇
用
の
創

出
な
ど
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
時
に
設
定
し
た
評
価

指
標
（
31
年
度
末
の
目
標
数
値
）

の
状
況
は
、
新
規
雇
用
者
数
は
目

標
40
人
に
対
し
13
人
、
新
規
起
業

者
数
は
目
標
10
人
に
対
し
11
人
、

平
成
30
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で

８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
３
月
12
日
に
は
「
30
年
度
一
般
会
計
予
算
」
や
「
29
年

度
各
会
計
補
正
予
算
」、「
町
寿
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」

な
ど
27
案
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
、「
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
」
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
渡
邉
町
長
と
畑
澤
教
育

長
の
施
政
説
明
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

８日間の日程で、28件の議案などを審議し、
可決した３月議会定例会

寿
条
例
の
一
部
改
正
、

平
成
30
年
度
当
初
予
算
な
ど

27
件
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認

３
月
議
会
定
例
会

30年度の町政運営など
施政説明を行う
渡邉彦兵衛町長

教育行政の施政説明を行う
畑澤政信教育長

行政財産使用料徴収条例の一部改正
行政財産を目的外で使用する場合の使用料金を、
年額１平方㍍当たり100円に満たない場合は100円
とすることに見直しました。

寿条例の一部改正
満90歳を迎えた方に贈っている長寿祝い金の額
を３万円から２万円に見直しました。

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
平成30年度からし尿や汚泥の処理を八郎潟町・
井川町衛生処理施設組合に委託することから、老朽
化した町クリーンセンターを廃止しました。

馬場目岳周辺自然ふれあい施設盆城庵設置条例の一部改正
盆城庵の使用料を人数などに合わせた料金に見
直しました。

北部地区コミュニティー施設の指定管理者の指定
おせど会館の指定管理を「新おせど会館運営協議
会」が行います。

平成29年度一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ1億4,705万円の減額補正。
補正後の予算総額は58億8,169万円。

平成30年度一般会計予算
総額52億1,100万円の予算となっています。
（４～５㌻をご覧ください）

など
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町の支出
52億
1,100万円

町の収入
52億
1,100万円

■�防災行政無線整備事業
　（同報系の「防災行政無線」の整備に）
　　　　　　　･･･････････････････ 2億円
■�クリーンセンター解体工事
　（廃止するクリーンセンターの解体に）
　　　　　　　･･････････････ 6,414万円
■�地域公共交通対策事業
　（�乗合タクシーの運行などに）
　　　　　　　･･････････････ 1,871万円
■�消防ポンプ車購入
　（�消防ポンプ車の更新に）･･ 3,705万円
■�多面的機能支払交付金事業
　（農用地の保全管理などに）�5,556万円
■�道路整備等事業(交付金事業)
　（�町道外環状線や広ケ野橋の整備に）
　　　　　　　･･････････････ 6,105万円
■�町単独道路整備事業
　（道路や側溝の整備に）････ 3,950万円
■�五城目小学校改築事業
　（五城目小の実施設計に）･･ 5,129万円
■�公　債　費
　（�これまで借り入れた町債の元利返済に）
　　　　　　　･･･････････ 6億1,890万円

歳
出
の
効
率
化
に
よ
り

政
策
効
果
を
高
め
る
予
算
を
編
成

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
歳

入
の
拡
大
努
力
と
、
政
策
効
果
を
高
め
る

「
歳
出
改
革
」
を
目
標
と
し
、
限
ら
れ
た
財

源
の
効
果
的
な
配
分
と
歳
出
の
効
率
化
に
よ

る
「
均
衡
財
政
」
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
町
総
合
発
展
計
画
後
期
基
本
計

画
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」、「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
な

ど
の
中
長
期
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
着
実
に
推
進
し
、「
第
５
次
行
政
改
革
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
の
行
財
政
改
革
へ
の

取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
変
動
の
激
し
い
社
会

情
勢
へ
柔
軟
に
適
応
し
て
い
き
ま
す
。

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

７
、４
０
０
万
円
、
１
・
４
㌫
増

30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度

に
比
べ
、
７
、４
０
０
万
円
、
１
・
４
㌫
の
増

の
52
億
１
、１
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。
防

災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
の
町
民
の
安
心
安

全
の
た
め
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を
図
り
、

五
城
目
小
学
校
改
築
事
業
を
着
実
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
前
年
度
比
１
、２
２

９
万
円
減
の
、
７
億
６
、２
３
４
万
円
、
町
債

は
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
債
２
億
円

を
含
み
、
前
年
度
比
、
１
億
６
、８
５
０
万

円
増
の
、
６
億
４
、０
３
０
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

財
政
健
全
化
を
維
持
し

安
定
し
た
地
域
社
会
を
構
築

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
30
年
度

か
ら
、
財
政
運
営
責
任
主
体
が
秋
田
県
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
歳
入
歳
出

予
算
と
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
よ
る
必
要
保
険
料
額
に
基

づ
い
た
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
下
水
道
の

整
備
が
終
了
し
、
維
持
管
理
費
を
主
体
と

し
た
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

30
年
度
各
会
計
予
算
は
、
財
政
健
全
化

を
維
持
し
、
限
ら
れ
た
歳
入
財
源
の
効
果

的
な
活
用
を
図
り
、
多
様
性
を
増
す
行
政

需
要
に
対
し
効
率
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
最
重
要
課
題
の
人
口
減
少
の
克
服

を
目
指
し
、
従
来
事
業
と
新
た
な
事
業
を

組
み
合
わ
せ
、
安
定
し
た
地
域
社
会
の
構
築

を
推
進
し
ま
す
。

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

国民健康保険特別会計
11億9,334万円自営業の方や退職された方などの医療費を

給付するために使います

後期高齢者医療特別会計
1億2,252万円75歳以上の方の医療費を

給付するために使います

介護保険特別会計
19億4,139万円介護が必要な方を支えるために、

介護サービス費の給付に使います

障害認定事業特別会計
320万円障害の程度を審査し、

認定するために使います

下水道事業特別会計
3億5,589万円環境を守る公共下水道の維持管理や

汚水処理のために使います

（企業会計）

水道事業会計
安心して使える水を
供給するために使います

収益的収入 2億4,214万円
収益的支出 2億4,740万円
資本的収入 3,690万円
資本的支出 1億2,988万円

議会費　8,152万円（1.6％）

総務費　6億523万円（11.6％） 

民生費　16億5,025万円（31.7％）

衛生費　5億431万円（9.7％）
労働費　2,005万円（0.4％）

農林水産業費　2億5,271万円（4.8％）
商工費　2億832万円（4.0％）

土木費　4億5,465万円（8.7％）

消防費　2億8,656万円（5.5％）

教育費　4億5,979万円（8.8％）

災害復旧費　6,370万円（1.2％）

公債費　6億1,890万円（11.9％）

諸支出金　1万円（0.0％）
予備費　500万円（0.1％）

平成30年度　主な予算の使いみち
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平成30年度は防災行政無線の
スピーカーを整備します

町には、特定の目的のために５つの特別会計と水道の企業会計
があります。これらの会計も皆さんの暮らしを支えています。

特別会計・企業会計の予算
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国
保
の
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
各
市
町
村

が
個
別
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
は
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の

責
任
を
担
い
、
市
町
村
と
と
も
に
国
保
の

運
営
主
体
（
保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

市
町
村
は
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か

い
業
務
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
主
な
変
更

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

４
月
か
ら
変
わ
る
こ
と

❶�

被
保
険
者
の
資
格
管
理
が

　

都
道
府
県
単
位
と
な
り
ま
す

制
度
改
正
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
資
格

管
理
を
都
道
府
県
単
位
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
田
県
内
で
あ

れ
ば
他
市
町
村
に
住
所
異
動
し
た
場
合
で

も
、
国
保
の
資
格
の
喪
失
・
取
得
が
生
じ

な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
住
所
異
動
に
と
も
な
い
保
険

証
は
新
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
ど

お
り
町
国
保
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

❷
保
険
証
等
の
記
載
内
容
が

　

変
わ
り
ま
す

都
道
府
県
が
国
保
の
保
険
者
に
加
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
証
や
限
度
額
適
用
認

定
証
な
ど
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す
。
新
し

い
保
険
証
の
左
上
に
は
「
秋
田
県
」
と
記

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
有
効
期
限

ま
で
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。町
で
は
、

９
月
中
旬
に
お
送
り
す
る
一
斉
更
新
時
の

保
険
証
か
ら
新
し
い
様
式
に
変
更
す
る
予

定
で
す
。

❸
高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の

　

通
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
に
は
自
己
負
担
限
度
額
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
１
か
月
当
た
り
の
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
し
て
認
め

ら
れ
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

過
去
１
年
間
の
う
ち
で
高
額
療
養
費
に
４

回
以
上
該
当
し
た
場
合
に

は
、
限
度
額
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。（
多
数
回
該

当
）今

ま
で
は
市
町
村
を
ま

た
い
で
住
所
を
異
動
し
た

場
合
、
国
保
の
資
格
を
喪

失
す
る
た
め
高
額
療
養
費

の
該
当
回
数
は
通
算
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
30
年
４
月
以
降

は
、
同
一
都
道
府
県
内
で

の
住
所
異
動
は
資
格
の
喪

失
と
な
ら
な
い
た
め
、
異

動
後
も
世
帯
の
継
続
性
が

保
た
れ
て
い
る
場
合
は
、

該
当
回
数
が
通
算
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
医
療
費
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

４
月
以
降
も
変
わ
ら
な
い
こ
と

◎
保
険
証
に
関
す
る
届
出

各
種
異
動
届
や
、
保
険
証
の
再
交
付
な

ど
の
申
請
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
の
国

保
窓
口
で
行
い
ま
す
。

◎
医
療
の
受
け
方
に
つ
い
て

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
負
担
割
合
に
つ
い

て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
町
か
ら
納
税
通
知

書
と
納
付
書
（
口
座
振
替
と
特
別
徴
収
の

人
を
除
く
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
納
付
の

場
所
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
健
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

健
診
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
事
業
、
医
療
費

適
正
化
対
策
な
ど
の
保
健
事
業
は
、
今
後

も
町
が
窓
口
と
な
り
実
施
し
ま
す
。

▶県内で７月１日に転居した場合（例）

届け出は町健康福祉課窓口まで

職
場
の
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
は
、
全
員

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

就
職
、
退
職
な
ど
で
国
保
か
ら
他
の

医
療
保
険
へ
、
ま
た
は
、
他
の
医
療
保

険
か
ら
国
保
へ
変
わ
る
場
合
に
は
、
保

険
証
を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
14
日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

▼
必
要
な
も
の

　
・�

社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
（
会

社
・
事
業
所
に
よ
り
名
称
や
様
式

は
異
な
り
ま
す
）

　
・
印
鑑

【
国
保
を
や
め
る
と
き
】

▼
必
要
な
も
の

・�

国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の
両
方
の

保
険
証
（
お
持
ち
の
方
は
、
高
齢
受

給
者
証
、
限
度
額
適
用
認
定
証
）

・�

印
鑑

修
学
の
た
め
転
出
す
る
方
へ

国
保
に
加
入
中
の
方
が
、
修
学
の
た

め
に
住
所
を
五
城
目
町
外
に
移
す
場
合

は
、
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
引

き
続
き
五
城
目
町
か
ら
保
険
証
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
規
に
交
付
を
希
望
す
る
と
き
、
ま

た
は
更
新
（
毎
年
）
の
手
続
き
に
は
次

の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
も
の

・�

修
学
す
る
方
の
国
保
の
保
険
証

・�

在
学
証
明
書
（
更
新
の
方
は
新
年
度

の
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

・�

印
鑑

な
お
、
卒
業
や
中
退
な
ど
で
、
学
生

で
な
く
な
っ
た
と
き
も
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
で
は
国
保
保
健
事
業
の
一
環
と
し

て
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
予
防
な
ど
、

健
康
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
等

人
間
ド
ッ
ク
等
を
受
診
さ
れ
る
ご

本
人
が
、
事
前
に
保
険
証
と
印
鑑
を

お
持
ち
に
な
り
、
町
健
康
福
祉
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
～

平
成
30
年
12
月
28
日
㈮

ド
ッ
ク
受
診
後
、
領
収
書
、
保
険
証
、

印
鑑
、
通
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
町
健
康

福
祉
課
で
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▶人間ドック
�（１日および１泊２日の総合健康診断）

項目 内　　　容

対象者

　平成29年度までの国民健康保険税を
完納している世帯で、以下に該当する方

・�40歳以上70歳未満の五城目町国保加
入者

・�女性33歳の五城目町国保加入者

助成額
費用の１／２（限度額25,000円）
※�女性33歳、男性42歳の方は全額

（１日コースのみ）

▶脳ドック（１日で行う脳の検診）

項目 内　　　容

対象者

　平成29年度までの国民健康保険税を
完納している世帯で、以下に該当する方

・�40歳以上70歳未満の五城目町国保加
入者

助成額 費用の１／２（限度額15,000円）

お
問
い
合
わ
せ　

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
０
８
）
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後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定さ
れることになっています。平成30年度からの保険料率に
変更はありませんが、賦課限度額、所得が一定以下の世
帯の方に適用される保険料の均等割額軽減措置が変更と

なり、所得割額の軽減が廃止されます。改定後の保険料
率に基づく保険料額は、平成30年７月中旬頃にみなさま
に通知する予定です。

　後期高齢者医療保険料の内訳　
保険料額　＝　均等割額　+　所得割額（所得×所得割率）
　　　均等割額　➡　県内の加入者全員に等しく納めていただく金額
　　　所得割額　➡　加入者本人の所得に応じて納めていただく金額

●保険料率

平成30年度から（変更なし）

均等割額 39,710円

所得割率 8.07％

●賦課限度額が変更になりました

賦課限度額
平成29年度まで 平成30年度から

57万円 62万円

●均等割額の軽減措置
軽減割合は変更ありませんが、５割軽減及び２割軽減の対象が拡大されます

世帯主及び被保険者の総所得金額等が下記の基準を超えない世帯 軽減割合 均等割額
（変更なし）

基礎控除額（33万円） ８.５割 5,956円

被保険者全員の所得が０円（公的年金控除額は80万円として計算） ９割 3,971円

基礎控除額（33万円）＋ 27万5000円 × 世帯の被保険者の数 ５割 19,855円

基礎控除額（33万円）＋ 50万円 × 世帯の被保険者の数 ２割 31,768円

※改正前
５割軽減「基礎控除額（33万円）＋ 27万円 × 世帯の被保険者の数」
２割軽減「基礎控除額（33万円）＋ 49万円 × 世帯の被保険者の数」

　保険料率の算定　
２年ごとに改定される保険料率は、「秋田県後期高齢者

医療広域連合」が決定しています。市町村では、広域連
合で決定した保険料率に基づき、保険料の通知や納付書

を皆さまに送付しています。
今回の保険料率改定では、医療費の今後の伸びや、被

保険者数の推移により算定しております。

●会社の健康保険等の被扶養者であった方の保険料軽減

●所得割額の軽減見直し

後期高齢者医療制度に加入する前日に、会社の健康保
険等の被扶養者であった方は、均等割額が５割軽減され、
所得割額の負担はありません（所得が少ない方は、９割

又は8.5割軽減となります）。
※ 国民健康保険と国民健康保険組合に加入されていた方

は、軽減措置の対象になりません。

特例措置であった所得割額の軽減は、制度を将来にわ
たって持続可能なものにしていくため、平成30年度から

廃止となります。これまで軽減のなかった方と同じく、
負担能力に応じた本来のご負担をお願いします。

子育て支援センター「こどもの木」では、新年度も新
しい企画を用意し、皆さんをお待ちしています。
▶利用時間　月曜日〜金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前９時〜午後３時30分
支援事業「わんパーク」を毎月開催しています
▶４月 9日㈪　はじめましての会
▶４月19日㈭　０歳からの音楽会
▶４月27日㈮　スマイルブック、誕生会
※いずれも午前９時30分から受け付けます。
○今月のお楽しみ

音楽会は赤ちゃんから楽しめます。スマイルブックで
は、４月生まれの子のお誕生会と、絵本の読み聞かせを
予定しています。
※ スマイルブックでは、すずむし号でお迎えに上がりま

す。運行時間はもりやまこども園のブログでご確認く
ださい。

お問い合わせ　もりやまこども園内
こどもの木（☎852・3805）

■　健　　診　■
26日㈭　乳児健康診査（４・７・10か月）
　対象　　平成29年６月、９月、12月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分
　場所　　役場１階保健室
27日㈮　１歳児健康相談
　対象　　平成29年２月〜４月生まれ
　受付　　10時〜
　場所　　役場１階保健室

■　そ の 他　■
10日・24日　母子健康手帳の交付

（第２・第４火曜日）
　受付　　９時〜15時
　場所　　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、事前に
ご連絡ください

町健康福祉課　☎８５２・５１８０

□□　□□ちゃん
（大川１区）

□□　□□ちゃん
（雀　舘）

□□　□□くん
（畑　町）

□□　　□ちゃん
（昭辰町）

□□　□□くん
（西磯ノ目）

□□　□□ちゃん
（新畑町）

□□　□□ちゃん
（上山内）

□□　□□くん
（矢場崎）

□□　□□ちゃん
（中　村）

□□　□□ちゃん
（今　町）

▶２月22日健診

　『三つ子の魂百まで・・・』とい
われますが、３歳は心身の発達上、
節目となり極めて重要です。
　この時期に乳歯の歯列はほぼ完成
するので、家族みんなで協力しあ
い、正しい歯の健康維持について基
本を身につけましょう。

お問い合わせ　県後期高齢者医療広域連合　業務課（☎853・7155）、総務課（☎838・0610）
　　　　　　　町健康福祉課（☎852・5108）
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▼対 象 者　�膝の痛みがあり、介護認定を受けていない方

▼講　　師　健康運動指導士　児玉　美幸さん、加藤　光葉さん

▼持 ち 物　�上履き、飲み物、バスタオル、筆記用具
　　　　　　介護予防手帳（お持ちの方）
　　　　　　※�運動しやすい服装でご参加ください。
　　　　　　※�教室で使用する触覚ボー

ル購入のため、1,300円
の負担をお願いします。

▼申込締切　４月16日㈪

▼時　　間　午後１時30分～午後３時

▼実施日と会場

回 実施日・会　場 回 実施日・会　場

１ ４月23日㈪ 五城館　多目的ホール ２ ５月 7日㈪ 朝市ふれあい館

３ ５月22日㈫ 朝市ふれあい館 ４ ６月 4日㈪ 五城館　多目的ホール

５ ６月19日㈫ 朝市ふれあい館 ６ ７月 2日㈪ 朝市ふれあい館

７ ７月23日㈪ 五城館　多目的ホール ８ ８月 6日㈪ 五城館　多目的ホール

９ ８月20日㈪ 朝市ふれあい館 10 ９月 3日㈪ 五城館　多目的ホール

▼対 象 者　�物忘れが気になる方、認知
症予防に興味がある方、運
転免許証の更新（認知機能
検査）に向けて脳のトレー
ニングをしたい方

▼持 ち 物　�上履き、飲み物、タオル、筆記用具
　　　　　　介護予防手帳（お持ちの方）
　　　　　　※�申し込みは不要で、何回でも参加できます。参加を希望

する方は、運動しやすい服装で会場へお越しください。

▼時　　間　午前10時～午前11時30分　

▼実施日と会場

回 実施日・会　場 回 実施日・会　場

1 4月26日㈭ 富津内地区公民館 2 5月31日㈭ 森山地区公民館

3 6月28日㈭ 朝市ふれあい館 4 7月26日㈭ 内川地区公民館

5 8月30日㈭ 馬川地区公民館 6 9月27日㈭ 富津内地区公民館

7 10月25日㈭ 内川地区公民館 8 11月29日㈭ 森山地区公民館

9 12月20日㈭ 馬川地区公民館 10 平成31年1月31日㈭ 大川地区公民館

11 2月28日㈭ 朝市ふれあい館 12 3月14日㈭ 馬場目地区公民館

※４月から、満90歳の方への長寿祝金は２万円になります。

お申し込み・お問い合わせ
町地域包括支援センター（☎855・1070）

お申し込み・お問い合わせ
町地域包括支援センター（☎855・1070）

ひ孫と会うのが楽しみ

□ □ □ □ さん
（八　田）

県
外
に
い
る
４
人
の
ひ
孫

に
会
う
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
□
□
さ
ん
。
お
盆

と
お
正
月
が
待
ち
き
れ
な

い
そ
う
で
す
。

食
事
の
際
は
よ
く
か
ん

で
、
腹
八
分
を
意
識
す
る

こ
と
や
、
く
よ
く
よ
し
な

い
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
だ

そ
う
で
す
。

娘の支えに感謝

□ □ □ □ さん
（浅見内1区）

「
お
し
め
た
た
み
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組

ま
れ
、
長
年
の
功
績
に
よ

り
、
県
知
事
功
労
賞
を
受

章
し
た
こ
と
の
あ
る
□
□

さ
ん
。

家
族
の
支
え
で
長
寿
と

の
こ
と
で
、「
い
つ
も
お
い

し
い
食
事
を
作
っ
て
く
れ

る
娘
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

笑顔で長寿

□ □ □ □ さん
（西磯ノ目）

近
く
に
住
ん
で
い
る
４
人

の
ひ
孫
と
会
う
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
□
□
さ
ん
。

若
い
こ
ろ
は
、
走
る

こ
と
や
歌
う
こ
と
が
得
意

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

友
人
と
仲
良
く
し
、
笑

顔
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

や
、
な
ん
で
も
よ
く
食
べ
る

こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

毎日を楽しく過ごす

□ □ □ □ さん
（森山荘）

果
物
が
好
き
で
、
ぶ
ど

う
や
な
し
な
ど
を
よ
く
食

べ
る
と
い
う
□
□
さ
ん
。

普
段
は
施
設
で
生
活
を

し
て
い
る
そ
う
で
、「
施
設

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽

し
く
毎
日
を
過
ご
せ
て
い

る
こ
と
」
が
長
寿
の
秘ひ

け

つ訣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お酒が好き

□  □ □ さん
（舘　町）

兵
庫
県
神
戸
市
に
住
ん

で
い
た
経
験
が
あ
る
□
□

さ
ん
。

阪
急
電
鉄
で
車
掌
を
し

て
い
た
18
歳
の
時
、
同
じ

職
場
の
運
転
士
の
方
と
ご

結
婚
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

お
酒
が
好
き
で
、
ほ
ど

よ
く
お
酒
を
飲
む
こ
と
が

長
寿
の
秘
訣
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

体を動かし長寿

□ □ □ □ さん
（富　田）

若
い
こ
ろ
は
林
業
に
従

事
し
、
木
の
伐
採
な
ど
を

し
て
い
た
□
□
さ
ん
。

仕
事
で
北
は
北
海
道
、

南
は
屋
久
島
ま
で
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

富
田
千
寿
会
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

体
を
動
か
す
こ
と
が
長
寿

の
秘
訣
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
し
た
。

♦100歳を迎えられた方（３月20日現在）	 　２月25日　□□　□□さん（水　　沢）
♦90歳を迎えられた方（３月20日現在）	 　２月26日　□□　□□さん（富　　田）	 ３月 1日　□□　□□さん（希望ケ丘）
３月 1日　□□　□□さん（浅見内１区）	 ３月 3日　□□　□□さん（久　　保）	 ３月 4日　□□　□□さん（下　樋　口）

３月 9日　□□　□□さん（浅見内１区）	 ３月10日　□□　□□さん（森　山　荘）	 ３月11日　□　　□□さん（舘　　町）
３月15日　□□　□□さん（西磯ノ目）	 ３月15日　□□□□□さん（坊　井　地）	 ３月20日　□□　□□さん（八　　田）

２
月
25
日
、
□
□
□
□
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

水
沢
で
生
ま
れ
育
っ
た
□
□
さ
ん
は
、
後
に
５
人
の

子
ど
も
を
授
か
り
、
孫
は
11
人
、
ひ
孫
は
８
人
、
玄や

し
ゃ
ご孫

は
５
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
、
外
に
出
て
畑
を
耕
し
た
り
、
野
菜
を

育
て
た
り
な
ど
、
畑
仕
事
や
農
作
業
に
一
生
懸
命
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

家
の
中
で
は
、
得

意
な
縫
い
物
を
し
た

り
、
お
菓
子
を
手
作

り
し
て
よ
く
家
族
に

振
る
舞
っ
た
り
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

今
は
施
設
で
生
活

さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
施
設
の
職
員

や
家
族
の
方
は
□
□

さ
ん
に
つ
い
て
、「
食

事
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
元
気
に
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

毎日の食事が楽しみ

□ □ □ □さん
（水沢・大正７年生まれ）



３
月
18
日
、「
ス
ク
ー
ル
ト
ー

ク
」
報
告
会
を
朝
市
ふ
れ
あ
い
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク
の
最
終
回
と

な
っ
た
報
告
会
で
は
、
町
教
育
委

員
会
と
村
田
弘
建
築
設
計
事
務
所

か
ら
、
今
ま
で
の
２
回
の
ス
ク
ー

ル
ト
ー
ク
で
出
た
意
見
を
ど
の
よ

う
に
小
学
校
建
設
に
反
映
し
て
い

く
か
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
説
明
に
は

納
得
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
が
快

適
に
過
ご
せ
る
小
学
校
に
し
て
ほ

し
い
」「
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い

の
場
は
今
後
も
設
け
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
18
日
、
伊
藤
茜
さ
ん
（
今

町
）
と
伊
藤
登
紀
子
さ
ん
（
黒
土

２
区
）
が
町
内
初
の
応
急
手
当
普

及
員
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
人
は
今
後
、
各
消
防
団
や
町

内
会
組
織
、
事
業
所
等
を
対
象
に
、

消
防
署
と
連
携
し
て
救
命
講
習
の

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

伊
藤
登
紀
子
さ
ん
は
、「
応
急

手
当
な
ど
の
普
及
活
動
に
積
極
的

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
伊

藤
茜
さ
ん
は
、「
大
人
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
救
命
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

３
月
20
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

率
浦
大
学
修
了
式
を
行
い
、
畑
澤

政
信
教
育
長
か
ら
修
了
生
に
修
了

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
修
了
生
32
人
は
、
学

習
会
や
町
議
会
の
傍
聴
、
五
城
目
・

上
小
阿
仁
間
駅
伝
競
走
大
会
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

じ
、
新
た
な
知
識
を
習
得
し
、
仲

間
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
、
島
﨑
照
隆
さ

ん
（
下
樋
口
）
が
修
了
生
を
代
表

し
、「
率
浦
大
学
で
は
、
年
齢
に

関
わ
ら
ず
学
習
す
る
向
上
心
を
も

ち
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
の
充

実
感
を
得
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

未
来
の
五
城
目
小
学
校
を
語
り
合
う

ス
ク
ー
ル
ト
ー
ク「
報
告
会
」を
開
催

伊
藤
茜
さ
ん
と
伊
藤
登
紀
子
さ
ん
が

町
で
初
の
応
急
手
当
普
及
員
に
認
定

32
人
が
修
了

率
浦
大
学
修
了
式

町で初の応急手当普及員に認定された
伊藤登紀子さん㊧と伊藤茜さん㊨

報告会には住民や五城目小児童の保護
者50人が参加

修了生代表あいさつを述べる島﨑照隆
さん

全
国
大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

町
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

３
月
21
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
町
体
育
協
会
に
よ
る
平
成
29

年
度
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
荒
川
達

雄
町
体
育
協
会
会
長
か
ら
、
全
県
、
全
国
な
ど
の
各
種
大
会
で
活

躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
栄
光
賞
、
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
栄
光
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん	

（
敬
称
略
）

・�

伊
藤　
　

昌
（�

蓬
内
台
・
国
士
舘
大
・
平
成
29
年
度
全
日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
１
２
５
㎏
級
優
勝
）

・�

伊
藤　

真
紀
（�

町
村
・
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
笑
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め

大
会
一
般
卓
球
第
１
位
）

・�

畠
山　
　

凱
（�

紀
久
栄
町
・
五
城
目
小
・
第
25
回
東
北
少
年
柔
道
大
会
団
体
戦
優
勝

／
第
20
回
秋
田
県
小
学
生
柔
道
選
手
権
大
会
50
㎏
超
級
優
勝
ほ
か
）

・�

宮
崎　

恭
輔
（�

町
村
・
平
成
高
・
第
44
回
東
北
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
少
年
男
子
第
３
位
）

・�

畠
山　

駿
斗
（�

紀
久
栄
町
・
秋
田
工
高
・
第
68
回
全
国
高
校
駅
伝
競
走
秋
田
県
大

会
優
勝
）

・�

石
井　

魁
星
（�

新
里
町
・
秋
田
商
高
・
第
40
回
全
県
高
等
学
校
柔
道
大
会
男
子
団

体
優
勝
）

・�

伊
藤　

緋
里
（�

畑
町
・
秋
田
商
高
・
第
63
回
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
卓

球
競
技
女
子
団
体
優
勝
）

・�

松
橋　

天
音
（�

小
川
口
・
秋
田
商
高
・
第
63
回
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

卓
球
競
技
女
子
団
体
優
勝
）

▼
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん	

（
敬
称
略
）

・
澤
田
石
喜
三
郎
（�

矢
場
崎
・
秋
田
魁
新
報
社
杯
争
奪
第
８
回
秋
田
県
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
男
子
75
歳
未
満
の
部
優
勝
）

・
鈴
木　

テ
イ
（�

希
望
ケ
丘
・
秋
田
魁
新
報
社
杯
争
奪
第
８
回
秋
田
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
女
子
75
歳
以
上
の
部
優
勝
）

・
久
保
市　

勲
（�

畑
町
・
第
８
回
秋
田
県
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競
技
大
会
男
子
25
ｍ
背

泳
ぎ
優
勝
）

・
大
沢　

優
音
（�

東
磯
ノ
目
・
五
城
目
小
・
第
46
回
全
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
中
学
年
の
部
優
勝
）

・
柴
田　
　

楓
（�

曙
町
・
五
城
目
小
・
第
25
回
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
第
１
位
ほ
か
）

・
齋
藤　

颯
汰
（�

紀
久
栄
町
・
県
立
栗
田
支
援
学
校
・
第
15
回
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
第
１
位
）

・
大
石　

英
治
（�

上
山
内
・
五
城
目
小
・
第
46
回
全
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
高
学
年
の
部
準
優
勝
ほ
か
）

・
大
沢　

春
音
（�

東
磯
ノ
目
・
五
城
目
小
・
第
46
回
全
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
高
学
年
の
部
準
優
勝
ほ
か
）

・
齊
藤　
　

孔
（�

畑
町
・
五
城
目
小
・
第
46
回
全
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
高
学
年
の
部
準
優
勝
ほ
か
）

・
武
田　

佑
汰
（�

新
里
町
・
五
城
目
小
・
第
46
回
全
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
高
学
年
の
部
準
優
勝
ほ
か
）

・
佐
々
木
優
太
（�

蓬
内
台
・
五
城
目
一
中
・
第
66
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

柔
道
大
会
男
子
個
人
60
㎏
級
第
２
位
）

・
佐
々
木　

愛
（�

蓬
内
台
・
五
城
目
小
・
第
33
回
秋
田
県
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
小
学
校
５
～
６
年
女
子
の
部
47
㎏
級
第
２
位
）

・
畠
山　
　

彪
（�

紀
久
栄
町
・
五
城
目
小
・
第
14
回
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
秋
田

県
予
選
３
年
生
男
子
の
部
第
２
位
）

・
佐
々
木
拓
朗
（�

岡
本
２
区
・
五
城
目
一
中
・
第
66
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
３
位
）

・
福
嶋　

隼
介
（�

米
沢
町
・
五
城
目
一
中
・
第
66
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
３
位
）

・
佐
沢　
　

樹
（�

東
磯
ノ
目
・
五
城
目
小
・
第
23
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
秋
田
県
予
選
６
学
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
３
位
ほ
か
）

・
本
間　

倫
子
（�

昭
辰
町
・
五
城
目
一
中
・
第
66
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
個
人
第
３
位
）

・
川
村　

珠
華
（�

雀
舘
・
五
城
目
一
中
・
第
66
回
秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
個
人
第
３
位
）

・
髙
橋　

健
仁
（�

築
地
町
・
五
城
目
小
・
第
34
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
小
学
校
５
～
６
年
の
部
28
㎏
級
第
３
位
）

・
佐
藤　

一
翔
（�

築
地
町
・
五
城
目
小
・
第
34
回
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
小
学
校
５
～
６
年
の
部
28
㎏
級
第
３
位
）

・
京
野　

結
菜
（�

樋
口
・
五
城
目
小
・
平
成
29
年
度
秋
田
県
小
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
女
子
４
年
生
以
下
の
部
第
３
位
ほ
か
）

・
一
関　

結
心
（�

畑
町
・
五
城
目
小
・
平
成
29
年
度
秋
田
県
小
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
女
子
４
年
生
以
下
の
部
第
３
位
ほ
か
）

・
佐
沢　
　

希
（�

東
磯
ノ
目
・
五
城
目
小
・
第
20
回
全
県
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
１
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
３
位
）

・
五
城
目
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団

体
・
第
６
回
東
北
電
力
旗
争
奪
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大

会
予
選
会
第
１
位
ほ
か
）
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April is here and the snow is melting away 
unt i l  nex t year.  Spr ing is a t ime of new 
beginnings, and we, too, change so much 
with each year.  I  am no except ion.  For 
example, throughout the years, my hobbies 
have changed and created a new version of 
myself.

Four years ago, my main hobbies included 
watching anime, playing video games, and 
listening to music all within the comfort of my 
apartment.  I loved being at home.  But with 
each year, living in this town, I have found 
new ways to enjoy my time.  I enjoy taking 
walks, traveling, and taking pictures.  I also 
taught mysel f how to bake sweets, and I 
enjoy making various things for my 
friends and coworkers.  Despite all 
these new hobbies, some days I 
stil l l ike to spend the day at home, 
maybe playing a game or listening 
to music.

I wonder how I will change again 
this year.  How have you changed 
this year?

４月になり、雪は溶けて無くなりました。春は新し
い始まりの季節であり、私たちも毎年変わっていきま
す。私も例外でありません。日本に来てから趣味がど
んどん変わり、新しい私になりました。

４年前は、アニメを見たり、ゲームをしたり、音楽
を聞いたりなど、家の中にいるのがとても好きでした。
でも五城目に住んでからは毎年、新しい自分の時間の
楽しみ方を見つけています。散歩や写真、旅行などが
好きになり、お菓子作りを学び、友達や学校の先生方
にいろいろなものを作ってあげるのも楽しみになりま
した。新しい趣味もありますが、ときどき、家の中で
ゲームをしたり、音楽を聞いたりして過ごすのも好き
です。

今年、私はどのように変わるのかな。みなさんは今
年、どう変わりましたか？

手作りのカップケーキ㊧と
沖縄で見たタツノオトシゴ㊨

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
趣味 のお話しです。

（
敬
称
略
）

第
32
回
柔
整
旗
争
奪
全
県
小
・
中
学
校
柔
道
大
会

❖
団
体
戦　

小
学
生
の
部

　

▼
優　

勝　

畠
山　
　

彪
（
五
城
目
小
３
年
・
雄
武
館
山
中
道
場
）

第
10
回
秋
田
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

❖
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　

▼
第
１
位　

佐
沢　
　

樹
（
五
城
目
小
６
年
・
八
郎
潟
レ
イ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
）

第
４
回
秋
田
県
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
記
録
会

❖
13
～
14
歳　

２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

▼
第
３
位　

五
十
嵐
月
衣
（
五
城
目
一
中
２
年
）

❖
13
～
14
歳　

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

　

▼
第
３
位　

五
十
嵐
月
衣
（
五
城
目
一
中
２
年
）

❖
13
～
14
歳　

50
ｍ
平
泳
ぎ

　

▼
第
３
位　

五
十
嵐
月
衣
（
五
城
目
一
中
２
年
）

第
７
回
全
国
い
の
ち
の
食
育
書
道
展

　

▼
食
育
書
道
展
賞　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
一
中
３
年
）

第
64
回
全
国
少
年
新
春
書
道
展

　

▼
特　

選　

近
藤　

乃
愛
（
五
城
目
一
中
３
年
）
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全校生徒が大きな声で「旅立ちの日に」などを合唱

保護者や職員たちに
見守られて卒園証書
を受け取りました㊤

全員でこども園の思
い出を発表㊦

卒園証書をもらって
喜びいっぱいの園児
たち㊧

それぞれの想いをの
せて歌い上げた合唱
㊤

卒業証書を受け取
り、お母さんに今ま
での感謝の気持ちを
伝えました㊧

後輩からの心温まる
プレゼント㊦

恩師に見守られ、新
たな一歩を踏み出し
ました㊤

答辞を述べた卒業生
代表の□□□□さん
㊧

伊藤校長から卒業証
書を受け取るクラス
の代表㊦

１人ひとり名前を呼
ばれ、卒業証書を受
け取りました㊤

舘岡校長とハイタッ
チして卒業㊧

校長や恩師に３年間
の感謝を伝える卒業
生代表の□□□□さ
ん㊦

もりやまこども園
４月からは
元気いっぱいの１年生
３月17日、もりやまこども園の卒園

式が行われました。 
園児たちは、自分の名前が呼ばれたら

元気よく返事をし、工藤政彦園長から卒
園証書を受け取りました。その後の呼び
かけでは、もりやまこども園での思い出
を振り返り、「ありがとうさようなら」
の歌や言葉で保護者、職員たちへの今ま
での感謝の気持ちを伝えました。

最後には、卒園する48人全員が声を
そろえて「４がつからはげんきいっぱい
の１ねんせいになります」と力強く話し
ていました。

五城目小学校
初めての制服を身にまとい
大人へと一歩近づく
３月16日、五城目小学校の卒業証書

授与式が行われました。
今年度、五城目小学校を卒業する児童

は50人です。
卒業生は１人ひとり、壇上でこれから

の目標や夢などを力強く話しました。
その後、卒業証書を受け取り、式に参

加した保護者へ感謝の言葉とともに花束
を渡しました。

戸部裕隆校長から卒業生へは、「未来
はみんなのものです。輝かしい未来を切
りひらいてください」とメッセージが贈
られました。

五城目第一中学校
五中生としての誇りをもち　
さらなる飛躍を誓う
３月８日、五城目第一中学校の卒業証

書授与式が行われました。
今年度、五城目第一中学校を卒業する

生徒は58人です。
舘岡和人校長から卒業生へは「人生に

リハーサルはありません。今が本番です。
自分たちの力で今を作り上げてくださ
い」とメッセージが贈られました。

卒業生代表の□□□□さんからは「別
れの悲しみの先には希望があると信じ
て、新たな世界へ羽ばたいていく」と答
辞がありました。

五城目高等学校
３年間の思い出を胸に
それぞれの道へ
３月１日、県立五城目高等学校の卒業

証書授与式が行われました。
今年度、五城目高等学校を卒業する生

徒は91人です。
伊藤剛校長から卒業生へは「町の方と

関わりながらしてきた様々な活動の経験
を生かし、これからもそれぞれの道で活
躍してください」とメッセージが贈られ
ました。

卒業生代表の□□□□さんからは「五
城目高校での思い出を大切にし、これか
らは自分で決めた道を力強く生きてい
く」と答辞がありました。



♦
１
年
を
振
り
返
っ
て

昨
年
の
４
月
に
着
任
し
て
、
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。

周
り
の
方
の
お
か
げ
で
す
っ
か

り
五
城
目
の
生
活
に
も
慣
れ
ま
し

た
。
町
内
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
い
ろ
ん
な
方
と
お
会

い
す
る
た
び
に
お
料
理
の
レ
シ
ピ

や
、
五
城
目
の
暮
ら
し
や
歴
史
を

教
え
て
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
城
目
町
に
視
察
に
訪

れ
る
方
た
ち
に
向
け
て
自
分
の
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
知

識
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。す

っ
か
り
春
の
陽
気
で
す
が
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
の
森
山
を
は
じ

め
、
里
山
な
ら
で
は
の
四
季
の
移

ろ
い
に
感
動
し
て
い
ま
す
‼ 

♦
移
住
希
望
者
へ
の
空
き
家
紹
介 

私
は
、
主
に
空
き
家
の
持
ち
主

と
五
城
目
町
に
住
み
家
を
探
し
て

い
る
方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
５
軒
の
空
き
家
を

活
用
で
き
、
新
し
い
生
活
を
始
め

て
い
る
家
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
持
ち
主
が
家
族
で
住
ん
で
い

た
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
家
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
大
切
に
住
ん
で
い
た
だ

き
た
い
な
と
考
え
て
お
り
、
持
ち

主
に
は
、
必
ず
家
の
歴
史
や
土
地

の
魅
力
な
ど
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、賃
貸
空
き
家
は
あ
る
の
か
、

住
む
場
所
は
あ
る
の
か
な
ど
不
安

を
抱
え
な
が
ら
町
に
や
っ
て
来
た

人
に
「
空
き
家
に
住
み
た
い
な
ら

私
の
と
こ
ろ
へ
お
い
で
‼
」
と
胸

を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
、
移
住
希

望
者
の
不
安
を
少
し
で
も
拭
え
る

よ
う
、
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る

空
き
家
の
情
報
収
集
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

（
担
当
：
渡
邉　
幸
穂
）

♦
町
に
つ
い
て
学
ん
だ
１
年
間

僕
た
ち
新
し
い
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
五
城
目
町
で
活
動
を
始
め

て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
違
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

担
当
し
な
が
ら
、
町
で
見
聞
を
広

め
た
く
さ
ん
の
方
に
出
会
い
、
五

城
目
町
で
の
暮
ら
し
に
も
着
実
に

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
五
城
目
町
の

こ
と
を
よ
く
知
る
た
め
に
、
朝
市

や
職
人
さ
ん
の
成
り
立
ち
や
、
町

の
変
遷
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
外
か
ら
五
城
目
町
を

訪
れ
た
学
生
や
自
治
体
関
係
者
の

方
、
移
住
を
検
討
す
る
方
、
知
人
、

友
人
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。訪

れ
た
方
は
皆
、
五
城
目
町
は

人
が
温
か
く
、
気
さ
く
に
話
し
て

く
れ
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
と
話

し
て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

♦
協
力
隊
か
ら
見
た

　

五
城
目
の
魅
力
を
発
信
！

昨
年
は
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
に
も

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
五
城
目

町
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
写
真

と
英
語
を
活
用
し
て
町
内
で
の
暮

ら
し
の
様
子
を
伝
え
る
投
稿
を
主

と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

で
す
。

朝
市
プ
ラ
ス
や
起
業
の
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
五
城
目
町

で
す
が
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
暮

ら
し
の
様
子
が
残
る
町
並
み
は
、

観
光
地
慣
れ
し
た
人
々
の
目
に
は

と
て
も
新
鮮
に
映
る
そ
う
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
時
期
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
五
城
目
町
の
魅
力
に

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
は
、
も

う
１
人
の
協
力
隊
の
さ
っ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
で
は
、
自
分
の
撮
影
し
た
写
真

を
主
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、
ご
友
人
に

紹
介
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
‼

（
担
当
：
三
輪　
卓
護
）
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町では、地域課題の解決や連携促進、魅力普及など町
民の皆さんが力を合わせて新たに取り組むまちづくり活
動を支援します。

　対象団体　
五城目町内に活動拠点を有する５人以上で構成される

団体（町内会、各種グループ、企業等）
・補助金上限額　25,000円（補助率10／10）
・募 集 期 間　６月29日㈮まで
� 新たなまちづくり活動の企画についてのご提案、ご相談
をお待ちしています。
※�募集のあったチャレンジについては、町と協働による
事業推進ための事前協議（ワークショップ）を開催し

ます。
このほか、【まちづくり活動支援交付金制度（上限25

万円、補助率10／10）】もご用意しています。

「協働のまちづくり」や「まちづくり活動チャレンジ支援事業」などに関するお問い合わせは
町まちづくり課（☎852・5361）

春から五城目町に移住される方と一緒に
町地域活性化支援センターで

秋田大学の留学生を朝市プラスにご案内

地域おこし協力隊の
渡邉幸穂さん㊧と三輪卓護さん㊨

Facebook　https://www.facebook.com/GojomeDiary/
Instagram　https://www.instagram.com/　_gojomediary/

生活環境等維持管理業務

地域環境美化、清掃、維持管理など、
身近な環境をきれいにしようとする活動
で地域の皆さんの労力で実施できる業務
を町が委託し、必要な経費を町が負担し
ます。

こんな活動を支援します

消耗品、燃料、原材料、借上料など
（上限３万円）

対象経費

・道路沿線などの清掃活動 ･･････ 20団体
・公園、広場等の美化活動 ･･････ 3団体
・美化活動 ････････････････････ 4団体

27の団体が取り組んでいただきました。

ありがとう
ございました。

町民の皆さんの活動実績（平成29年度）

希望ヶ丘町内会
町道沿線維持管理業務

広ヶ野町内会
町道沿線維持管理業務

浅見内活性化委員会
旧内川保育園跡地の美化活動

地
ま ち

域を語る会（協働のまちづ
くり座談会）や町内会の座談会
も随時受け付けています。いつ
でもご相談ください。

山菜採りや登山、レジャーなど、山や屋外で作業す
るときは、クマと出会わない・引き寄せないよう心が
け、クマによる被害を防ぎましょう。

◦必ず２人以上で行動する
◦ 鈴やラジオなどで音を出しながら行動する
◦子グマには絶対に近寄らない
◦ 足跡やフンを見つけたらその先に進まない
◦ 食べ物や残飯、容器などを捨てない

　皆さんのチャレンジをお待ちしています！　

地域の課題解決
景観美化、除雪・見守り・買い物・移動
等の生活支援、子育て支援、観光振�
興、朝市振興など

地域の連携促進 地域ふれあいイベント、世代間交流活
動、健康づくり、防犯防災活動など

地域の魅力普及 地域資源発掘・コミュニティビジネス、�
伝統行事・文化の保存継承など
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の
あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（２月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 5件

近畿五城目交流会、秋田県市町村総合事務組合組
合議会定例会懇親会、伊藤隆氏叙勲受章記念祝賀
会、市町村職員共済組合組合会意見交換会、あき
しん会合同新年会

24,000円

接　遇 1件 来客時お土産 8,100円

その他 11件

五城目建設技能組合第61回定期大会、五城目建築
業協会総会、近畿五城目交流会（３件）、キイチ
ゴ研究会報告会総会、千代田区麹町消防副団長藍
綬褒章受章記念祝賀会、町婦人会研修会、結核予
防婦人会研修会、新畑町町内会祭典、五城目地区
交通安全協会総会、町内会長会研修会

66,432円

合 計 17件 98,532円

平成29年４月〜平成30年２月の合計 966,422円

　

2／定期人事異動辞令交付式（役場）

5／�もりやまこども園入園のつど
い、町火災予防組合総会（五城館）

6／�五城目小学校入学式、五城目
第一中学校入学式

11／�町老人クラブ連合会定期総会
（五城館）

12／合同入社式（五城館）

14／�町芸術文化協会定期総会（町民
センター）

27／率浦大学入講式（町民センター）

　
【
　
短 

　
歌
　
】

古
典
講
座
の
最
後
と
な
り
し
「
源
氏
物
語
」

式
部
偲
び
き
石
山
寺
に

	

上
　
町
　
　

山
平
　
富
子

久
に
会
う
友
等
と
集
う
湯
の
宿
に

座
る
場
変
え
ず
語
る
は
尽
き
ず

	

鯉
　
川
　
　

近
藤
エ
イ
子

聞
こ
え
な
い
議
長
席
で
の
奥
の
声

町
内
会
で
戸
惑
う
吾
は

	

下
夕
町
　
　

伊
藤
　
義
成

ブ
ラ
ン
デ
ー
チ
ョ
コ
五
つ
食
め
ば
ほ
ん
の
り
と

顔
ほ
て
り
き
て
陽
ざ
し
の
ま
ぶ
し

	

岡
　
本
　
　

大
石
　
政
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

寒
鮒
の
キ
ッ
と
に
ら
み
し
俎
上
か
な

	

湯
ノ
又
　
　

松
橋
テ
ル
子

青
空
に
叱
ら
れ
消
え
る
戻
り
雪

	

湯
ノ
又
　
　

畑
沢
タ
マ
子

日
溜
り
の
狭
庭
に
咲
き
し
水
仙
花

	

高
　
崎
　
　

舘
岡
　
克
巳

忘
れ
な
い
桜
を
植
え
た
被
災
地
を

	

雀
　
舘
　
　

村
上
ハ
ツ
子

　
【
　
川
　 

柳
　
】

信
用
も
驕
る
心
で
流
さ
れ
る

	

台
　
　
　

伊
藤
美
千
代

新
米
の
ダ
マ
コ
何
よ
り
歓
迎
す

	

谷
地
中
　
　

佐
藤
　
榮
子

気
に
入
っ
た
お
皿
に
嘘
な
ど
盛
れ
ま
す
か

	

東
磯
ノ
目
　
　

齋
藤
　
一
輪

自
惚
れ
が
過
ぎ
て
味
方
も
敵
も
消
え

	

昭
辰
町
　
　

佐
々
木
良
可

私
は
、
実
際
に
火
事
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
住
ん
で
い
る
町
内

や
知
り
合
い
の
家
な
ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
火
事
が
な
い
か
ら
で
す
。
で

も
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
火
の
勢
い

や
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
あ
わ
て
ふ
た

め
く
人
の
様
子
か
ら
、
と
て
も
こ
わ

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

火
災
が
起
こ
る
原
因
の
一
つ
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
調
理
を
す

る
と
き
に
火
を
使
い
ま
す
。
そ
の
時
、

火
を
消
し
忘
れ
る
と
、
近
く
の
も
の

に
燃
え
移
っ
て
火
事
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

そ
の
他
の
原
因
と
し
て
は
、
放
火

で
す
。
こ
れ
も
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し

た
。
ゴ
ミ
置
き
場
や
家
の
前
の
も
の

に
火
を
付
け
て
、
楽
し
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
い

た
ず
ら
は
許
せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
火
災
を
防
ぐ

方
法
は
な
い
か
、
い
く
つ
か
考
え
て

み
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
火
の
消
し
忘
れ
を
し

な
い
こ
と
で
す
。
外
出
す
る
前
な
ど
、

家
を
空
け
る
と
き
は
必
ず
確
認
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

二
つ
目
は
、
火
の
近
く
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
こ
と
で
す
。

私
の
家
は
Ｉ
Ｈ
な
の
で
、
火
を
使
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
は
火
事
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
思
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
電
気
に
よ
る
火
事
を

出
さ
な
い
こ
と
で
す
。
コ
ン
セ
ン
ト

の
部
分
に
ほ
こ
り
が
付
い
て
い
る

と
、
そ
こ
か
ら
発
火
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
た
こ
足
配

線
は
シ
ョ
ー
ト
す
る
危
険
性
が
あ
る

そ
う
で
す
。

最
後
に
家
や
町
内
な
ど
、
み
ん
な

が
声
を
か
け
合
っ
て
火
災
に
備
え
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
「
火
の
用
心
」
を
心
が
け
れ
ば
、

放
火
に
よ
る
火
災
も
防
げ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
町
内
は
、
家
ど
う
し
が
密
集

し
て
い
ま
す
。
火
事
が
起
こ
る
と
、
大

変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
で
も

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
度　
防
火
・
防
災
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　
最
優
秀
賞

「
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
」

五
城
目
小
学
校
５
年　

佐　

藤　

瞳　

衣

�

〈
３
つ
の
習
慣
〉

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

◦�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
し
て
使
う
。

◦�
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

◦�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦�

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

◦�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◦�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

◦�

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

◦�

た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の

場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消

火
す
る
。

◦�

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

◦�

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫

煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投

げ
捨
て
な
い
。

　春の火災予防運動につき、消防団の火
災防禦

ぎょ
訓練を町内６カ所で実施します。

▶日　 　時
　４月１日㈰　午後１時10分〜午後５時

▶実施場所
　午後１時10分〜　内川浅見内町内
　午後１時50分〜　富津内下山内町内
　午後２時30分〜　馬場目中村町内
　午後３時10分〜　中高崎町内
　午後３時50分〜　大川西野町内
　午後４時30分〜　岡本町内

※�当日は、消防車がサイレン
を鳴らして走行します。火
災と間違えないよう、ご注
意ください。

運動期間中、
午後７時にサイレンを
鳴らします。

火災と間違えないよう、
ご注意ください。

※�佐藤さんは４月から６年生に進級しています。

お
問
い
合
せ　

町
消
防
署
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

・�

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も

（
若
竹
千
佐
子
著
／
芥
川
賞
受
賞
作
）

・�

お
も
か
げ（
浅
田
次
郎
著
）

・�

Ａ
Ｘ
ア
ッ
ク
ス（
伊
坂
幸
太
郎
著
）

・�

少
女
探
偵
ア
ガ
サ
①
②
③

（ 

サ
ー・ス
テ
ィ
ー
ヴ
・ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

ソ
ン
著
）

・�

え
が
な
い
え
ほ
ん

（
Ｂ・Ｊ・ノ
ヴ
ァ
ク
著
）

・�

ぜ
っ
た
い
あ
け
ち
ゃ
ダ
メ
ッ
！

（
ア
ン
デ
ィ・リ
ー
著
）

・�

は
な
に
な
り
た
い

（
す
ま
い
る
マ
マ
著
）

※�

新
刊
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
覧
に
な

り
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
・
図
書

室
は
午
後
７
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　�

中
央
公
民
館

（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）



町観光物産協会では、朝市ふれあい館で写真を展示す
る「ごじょうめの四季」を開催します。開催するにあた
り、展示作品を募集します。今回は「春」がテーマで、
応募いただいた作品は６月末まで展示します。
あなたが撮影した、五城目町の「春」を展示してみま

せんか？

▼作品の条件　・ 五城目町内で撮影された、春を感じる
写真

　　　　　　　・撮影から１年以内のもの
　　　　　　　・ 作品のサイズは「Ａ４」「４つ切」「４つ

切ワイド」のいずれか
※ 作品はフレームに入れて提出してください。展示期間
が終了次第、作品を返却します。

※作品の応募は１人１品までとします。

▼応募受付　・ 朝市ふれあい館および役場２階町商工振
興課で随時受け付けています。

※ 応募多数の場合、掲載期間に配慮して作品を入れ替え
ます。

※出品者には粗品を用意しています。

写真展示企画はこの後、「夏」「秋」「冬」を予定しています。

悠紀の国五城目が、４月７日㈯午前９時にリニューア
ルオープンします。
新たに悠紀の国五城目を運営する㈱秋田東北ダイケン

では、オープニングイベントを４月７日㈯と８日㈰に開
催します。
皆さまのご来場をお待ちしています。

▼日程とイベント内容
・４月７日㈯　
午前 8時45分 オープニングセレモニー
午前 9時 グランドオープン
 紅白大福のプレゼント（先着150人）

午前10時30分 だまこ鍋の振る舞い（限定100食）

午後 2時30分 だまこ鍋の振る舞い２回目（限定100食）

・４月８日㈰　
午前 9時 酒

さかかす

粕のプレゼント（先着100人）

午前10時30分 だまこ鍋の振る舞い（限定100食）

午後 2時30分 だまこ鍋の振る舞い２回目（限定100食）

※だまこ鍋の振る舞いは無くなり次第終了します。
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わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。
1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります
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お申し込み・お問い合わせ　町観光物産協会事務局
（町商工振興課内　☎852・5222）

　雀館公園を出発し、野鳥の森で自然探検をして、お
昼は「だまこ鍋」を食べます。町緑化推進委員会から
花の苗のプレゼントもあります。

▼日　時　４月21日㈯　午前10時　スタート

▼定　員　80人（先着順） （午前９時30分　受付）

▼参加料　300円（保険料、昼食代）
※ 雀館公園山開きは、４月20日㈮午後１時30分からです

お申し込み・お問い合わせ　実行委員会事務局
（町商工振興課内　☎852・5222）

▼日　時　４月29日㈰
　　　　　受け付け　午前５時～（杉沢交流センター「友愛館」）
　　　　　競技開始　午前６時30分

▼参加料　3,000円
　※ 別途、遊漁券（当日700円）が必要になります

▼申込期限　４月20日㈮まで

朝市の伝統を守り、未来の可能性を拓く場として、２、５、７、０の定
期市の開催日の日曜日にあたる日に、今年も「ごじょうめ朝市plus＋」を
開催します。
いつもの朝市の風景はそのままに、新たなチャレンジを応援する、懐か

しくて新しい朝市を一緒につくっていきませんか？
ワクワクを、にぎわいを、たくさんの楽しいことをプラス。略して「朝

プラ」！
日曜の朝は、みんなで「ぷらっ」と散歩に出かけましょう！

▼開 催 日　  定期市（下一けたが２、５、７、０）に重なる日曜日（４月
～11月）＋季節ごとの朝市まつりの全17回（４月の開催は
15日、22日）

▼開催時間　午前９時～正午（定期市は午前７時～）

《朝ぷら出店者募集中！！》
【出店料】｠間口１㍍につき　町内110円、町外210円
※ 五城目朝市特製販売台、搬入用リヤカーを無料で貸し出します。

　※ 初回のみ、開催日の10日前までに、申請書をご提出ください。

お申し込み・お問い合わせ先
町商工振興課（☎852・5222）または、朝市ふれあい館（☎852・5110）まで

※ 朝ぷら開催日は、乗合タクシーを運行し
ます。どうぞご利用ください。

お問い合わせ　悠紀の国五城目（☎879・8411）

お問い合わせ　町観光物産協会事務局（町商工振興課内　☎852・5222）



冬期間は積雪等により水
道メーターの検針が困難な
ことから、１月から３月ま
では、推定料金をいただい
ておりました。
実際に使用された分との

差額は、４月の検針結果に
基づき精算します。ご理解
とご協力をお願いします。
４月から12月までは、毎月上旬に検針を行います。

円滑な検針を実施するため、メーターボックス上や周
辺の環境を整えていただくようご協力をお願いしま
す。

老朽化が著しい町ク
リーンセンターを廃止
し、本年４月１日から、
五城目町の、し尿や浄
化槽汚泥の処理を八郎
潟町・井川町衛生処理施設組合（湖水苑）に委託する
こととなりました。
▶�湖水苑に処理委託することにより、今までと変わる点
・�湖水苑は土曜日・日曜日・祝日が休業のため、汲
み取りはお休みします。
・�年末年始期間の12月29日～１月３日は汲み取り
をお休みします。

お問い合わせ　町建設課（☎852・5133）お問い合わせ　町住民生活課（☎852・5112）
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町では、水銀による環境汚染や健康被害を防ぐため、
使わなくなった水銀使用廃製品（水銀含有ごみ）の分別
収集を実施しています。
▶収集対象物　　�蛍光管（電球型蛍光管含む）・水銀体

温計・水銀温度計・水銀血圧計
▶収集指定場所　�①五城目町役場　②中央公民館　③馬

川地区公民館　④馬場目地区公民館　
⑤富津内地区公民館　⑥内川地区公民
館　⑦森山地区公民館　⑧大川地区公
民館（水銀含有ごみ専用の回集ＢＯＸ
を用意しています）

▶出し方　・�一般ゴミの収集場所には出してはいけませ
ん。必ず収集指定場所に出してください。

　　　　　・�種類ごとに分別して、透明な袋に入れて出
してください。

　　　　　・�蛍光管は、購入時の箱があればそれに入れ
て出してください。

　　　　　・�割れてしまったものは、新聞紙等に包んで
から透明な袋に入れ、ワレモノと表示して
収集指定場所に出してください。

お問い合わせ　町住民生活課（☎852・5112）

あきた結婚支援センターは、県や県
内全市町村が共同で設立した、結婚を
希望される方を応援する団体です。結
婚報告者数は県全体で1,000人を超え
ています。
入会できる方は、結婚を誠実に希望

し、自ら努力される20歳以上の独身の
方です。
センターのパソコンで希望するお相

手を検索し、申し込みがOKであればセ
ンターでお見合いをします。
同センターが町民センターに月１

回、出張開設します。この機会に会員
登録（入会）、お相手検索、結婚に関す
る相談などをしてみませんか。
�▶開設場所　町民センター２階さくら
�▶開 設 日　�４月12日㈭、５月９日㈬
　　　　　　６月７日㈭、７月13日㈮
　　　　　　８月11日㈯、９月９日㈰
　　　　　　10月22日㈪、11月20日㈫
　　　　　　12月５日㈬、１月10日㈭
　　　　　　２月８日㈮、３月９日㈯

�▶開設時間　午前11時～午後４時
▶利用方法
　�予約制です。利用を希望する本人
が、開設日の２日前までに結婚支援
センターに電話（☎874・9471）
で予約してください。

入会登録料は町が負担
町では、町民の方が同センターへ入

会される場合の登録料（１万円・３年
間有効）を負担し、皆さんの「出会い」
や「結婚」を支援します。ぜひご利用
ください。

町では、結
婚に伴う住居
の取得費や賃
貸費、引越し
費用に対して
補助金を交付
します。

【対象世帯】
❶�婚姻届を本年１月１日から来
年３月31日までに提出した
夫婦で、世帯の合計所得が
340万円未満の世帯
❷�住居が五城目町内にあり、五
城目町に住所を有する夫婦
❸�夫婦ともに婚姻日における年
齢が34歳以下の世帯
❹�他の公的制度による家賃補助
等を受けていないこと

【補助限度額】
　１世帯あたり　上限30万円

お問い合わせ
まちづくり課（☎852・5342）

お問い合わせ　町まちづくり課（☎852・5342）
　　　　　　　あきた結婚支援センター（☎874・9471）

率浦大学では、月に１回程度、視察研修や野外活動
などの学習会を行います。
▶開催日程　�４月27日㈮
　　　　　　入講式から平成31年３月まで
▶対　　象　町内在住の60歳以上の方
▶申込期限　４月16日㈪まで

「書道通信講座」の受講生を募集します。講師の手
本をもとに家庭で学習し、月に１回提出していただい
た作品を添削指導します。
３月には講座生の作品で書道展を開催します。

▶受 講 料　年間　1,500円
▶申込期限　５月12日㈮（定員は20人です）

お申し込み・お問い合わせ　町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）



町内３施設に
公衆無線ＬＡＮを整備

　このたび、町民センター、広域五城目
体育館、屋内温水プールの指定避難所
３施設内に緊急事態時情報収集などの
ため、公衆無線ＬＡＮを整備しました。
　平常時も、Ｗi‐Fi機能を搭載したス
マートフォン、タブレット端末、パソ
コンなどをお持ちの方は、施設ご利用
の際、無料でインターネットをご利用
いただけます。
※�インターネット接続は、すべて無料で
すが、初回のみ「メール認証」が必要
となります。
※�インターネット使用により発生した費
用や紛争（有料サービス料金、他者と
のトラブルなど）については、町では
一切責任を負いません。

狩猟免許取得・銃の購入を
補助します

　町では、狩猟免許の取得や散弾銃等
の購入経費を補助します。
▶補助金の上限額及び対象人数
　・狩猟免許取得関連経費
　　……�126,000円のうち町補助

76,000円×３人
　・散弾銃等購入経費
　　……254,000円のうち町補助

204,000円×３人
　・ライフル銃等購入補助金
　　……70,000円×２人
　・わな猟狩猟免許等取得支援補助金
　　……8,200円×３人
※�補助を受けるには、諸条件がありま
す。また、県でも別の助成を行う予定
です。詳細は上記問い合わせ先まで。

五城目高等学校
馬場目川クリーンアップ

　４月18日㈬に五城目高校第37回馬
場目川クリーンアップを実施します。
地域の皆さんもご協力ください。参加
してくださる方は、当日の午前10時に
五城目高校正門前にお越しください。
※�雨天の場合は５月９日㈬に延期とな
ります。

消防署で普通救命講習を
受講できます

　町消防署では、普通救命講習を実施
しています。
　講習では、心肺蘇生法やＡＥＤの使
い方を学ぶことができます。
　お１人からでも受講可能ですので、
受講を希望される方は日時や人数等を
上記問い合わせ先までご連絡ください。
▶実施場所　町消防署

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・２月16日　３万円　□□□□さん
　今　町　（亡き母　□□さん）
・�２月16日　１万円　□□□□さん
　落　合　（亡き母　□□□□さん）
・�２月21日　２万円　□□□□さん
　昭辰町　（亡き父　□□□さん）
・�２月22日　２万円　□□□□□さん
　矢場崎　（亡き夫　□□□さん）
・�３月 6日　３万円　□□□□さん
　広ケ野　（亡き妻　□□さん）
▶寄付金
・�２月28日　3万円　□□□□さん
　水　沢　（長寿祝金の一部を寄附）
・�２月８日　2,635円　澤田石竜人さん
　小川口　（5円玉寄附）

人権困りごと相談

　人権などの困りごとについて、人権
擁護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　４月19日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

ＬＥＤ電球をお譲りします

　平成24年度に千
代田区から寄贈いた
だいた省エネタイプ
の電球をお譲りしま
す。必要な方は町住
民生活課までご連絡
ください。
　なお、平成28・
29年度に受け取っ
ていない方を優先し
ます。▲

明 る さ　�５ワット（白熱球の20〜
30ワット程度の明るさ）▲

配布個数　１世帯５個まで

国民年金の手続きの際は
個人番号の提示をお願いします

　国民年金番号制度導入により、平成
30年３月から、国民年金の手続きには
原則個人番号の提示が必要となりまし
た。
　番号制度導入により、届出書の簡素
化、添付書類の省略などの利点があり
ます。
　年金加入、年金請求申込等の手続き
の際には、個人番号の提示をお願いし
ます。
※�基礎年金番号での手続きも可能です。

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

　ポリテクセンター秋田では、求職者
を対象に平成30年度デュアルコース６
月期生を募集しています。
▶訓練期間　６月12日㈫〜12月26日㈬

（７か月）
▶訓練時間　午前９時20分〜

午後３時40分
▶会　　場　ポリテクセンター秋田

（潟上市）
▶訓練科（定員）
　・テクニカルオペレーション科

（若年者コース）…15人
　・建築RC施工科（若年者コース）

…………10人
▶募集期間　４月13日㈮〜５月10日㈭
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�毎週金曜日に施設見学会を行ってい
ます。（雇用保険受給中の方は就職活
動として認められます）
※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターＨＰまで。

環境と文化のむら
体験教室を開催

▶イベント　春の森で野鳥を探そう
▶開催日　４月29日㈰
▶時　間　午前８時〜午前11時
▶�講　師　日本野鳥の会
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料です。お申し込みは上記
問い合わせ先まで。

無代かき栽培等に対して
助成を行います

　県では、八郎湖流域の水田での無代
かき栽培等に対し、助成を行っていま
す。
　この事業は、平成30年度から32年
度までの３年間の県単事業で、第２期
八郎湖湖沼水質保全計画に基づき、八
郎湖水質保全のために水田からの濁水
流出防止を進めることを目的としてい
ます。▲

助 成 金　10㌃あたり1,000円▲

実施面積　１㌶以上▲

対象栽培　�無代かき移植栽培・不耕起
移植栽培・乾田移植栽培

※�保水確保のため、畦畔周りの代かき
は認めますが、落水（水田から排水
路への排水）を行った場合は対象外
となります。
※詳細は、上記問い合わせ先まで。

環境にやさしい野菜作りを
しましょう

　町では、土壌改善にむけて土壌分析
を行い、分析結果を基に施肥設計表を
提供しています。
　随時受け付けていますので、作付け
予定圃場の土壌を採取して、お持ちく
ださい。
▶受け付け　４月４日㈬〜
▶受付場所　農林振興課・分析室
▶費　　用　１検体につき200円
※�申込用紙、土壌採取の方法等、詳細
については上記問い合わせ先まで。

問い合わせ先
町住民生活課（☎852・5112）

申し込み・問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
町住民生活課（☎852・5112）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）
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問い合わせ先
町総務課（☎852・5332） 問い合わせ先

ポリテクセンター秋田（☎873・3178）
問い合わせ先：県生活環境部環境管理課

八郎湖環境対策室（☎860・1631）
町住民生活課（☎852・5112）

問い合わせ先
町農林振興課（☎852・5215）

問い合わせ先
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
町消防署（☎852・2028）

問い合わせ先
五城目高等学校（☎852・2531）

問い合わせ先
町農林振興課（☎852・5233）
県自然保護課（☎860・1613）

「春の全国交通安全運動」
４月６日㈮から15日㈰まで

４月10日㈫は「交通事故死ゼロを目指す日」です
いよいよ新年度がスタート。合わ

せて、春の交通安全運動も始まりま
す。それぞれが新しい生活をおくる
にあたって、ちょっとした油断・気
持ちの緩みから思いがけない事故
に巻き込まれる可能性があります。
家族で声掛けあい、ゆとりのある行
動に心がけましょう。

３月10日に五城目町交通安全協会通常総会が開催
され、平成30年度の事業計画などが決定されました。

平成30年飲酒運転等追放競争結果24位 （全県25市町村） 平成30年２月末現在
（※２月末までに、酒酔い運転で１人、酒気帯び運転で１人が検挙されています。）



平成29年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　舘岡　寧々さん）
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可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2018年 ５月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

2日・16日（水）　（全町）

17日・10日・14日
17日・21日・24日
28日・31日

11日・18日・11日
15日・18日・22日
25日・29日

12日・19日・12日
16日・19日・23日
26日・30日

12日（土）

26日（土）

14日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

28日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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○ 食育の日　
○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 人権困りごと何
でも相談室（朝
市ふれあい館・

15：00～）

○振替休日

○ 昭和の日
○ みちのく渓流釣
り大会in馬場目
川（友愛館・

6：30～） 町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に、午前８時までお持ちください。

1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき一枚つけてください。

3．  緑色の票せんが付いていないもの、名前の書
かれていないもの、しっかりとこん包できて
いないものは収集しません。
※青色の票せんは使用できません。

4．粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。
5． 雨どい、トタン、煙突等の建築廃材は収集しま
せん。

※ お問い合わせは、町住民生活課（☎852・
5112）まで

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日

大川地区 ４月 2日㈪
馬川地区・森山地区 ４月 3日㈫
富津内地区・内川地区 ４月 5日㈭
馬場目地区 ４月 6日㈮
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） ４月16日㈪
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 ４月17日㈫
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 ４月19日㈭
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 ４月20日㈮
全町【午前９時～午後４時　町ストックヤード（小倉）】
会場で粗大ごみを直接受け付けします。　※票せんも会場で販売 ４月22日㈰

○ 春の火災予防運
動（７日まで）

○ 消防団火災防禦
訓練（町内６ヶ
所・13：10～）

○ 春の一斉清掃
（全町・6：00～）
○ ごじょうめ朝市
plus＋（朝市通
り・9：00～）

○ 五城目おはなし
会（朝市ふれあ
い館・10：00～）

○ ごじょうめ朝市
plus＋（朝市通
り・9：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）

○ 膝らく教室（五城
館・13：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）
C M 4：5 2
（秋田朝日放送）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 春の全国交通安
全運動（学校施
設訪問・

13：30～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ スポーツ少年団
結団式（広域五
城目体育館・

18：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館ト
レーニング室・

10：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館ト
レーニング室・

10：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニング
教室（広域五城目
体育館トレーニ
ング室・

10：00～）
○ 朝市健康相談（朝
市ふれあい館・
10：00～）

○  チャレンジデー
実行委員会（町民
センター・

18：00～）

○ 五城目高校馬場
目川クリーンアッ
プ（10：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニング
教室（広域五城目
体育館トレーニ
ング室・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 町火災予防組合
総会（五城館・
15：00～）

○ 町内小中学校
　１学期始業式

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 町新入社員合同
入社式（五城館・

10：30～）
○ 結婚支援セン
ター出張開設
（町民センター・

11：00～）

○ 脳はつらつ教室
（富津内地区公
民館・10：00～）

○ 町体育協会総会
（五城館・

18：00～）

○ 五城目小入学式
（10：00～）

○ 五城目一中入学
式（13：30～）

○ 五城目高校入学
式（13：30～）

○ 春の全国交通安
全運動（15日ま
で）

○ 介護予防上高崎
げんきサロン
（上高崎集会セ
ンター・

10：00～）

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 介護予防上高崎げ
んきサロン（上高
崎集会センター・
10：00～）

○ 町防犯協会総会
（五城館・

16：00～）
CM10：00
（秋田朝日放送）

○ 介護予防上高崎
げんきサロン
（上高崎集会セ
ンター・

10：00～）
○ 雀館運動公園山
開き（雀館公園
日本庭園入口付
近・13：30～）

○ 町観光物産協会
総会（町民セン
ター・14：30～）

○ 悠紀の国五城目
リニューアル
オープンセレモ
ニー（悠紀の国
五城目・

8：45～）

○ さくらウオーク
（雀館運動公園・

10：00～）
○ 男鹿潟上南秋春
季体育大会（各
会場・22日まで）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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※�「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成30年２月末現在）
前月比 昨年比 ２月中の

人　口 9,497人 （－22）（－249） 転入者数
（男） 4,439人 （－14）（－107） ６人
（女） 5,058人 （－ 8）（－142） 転出者数
世　帯 4,062世帯 （－ 5）（－ 50） ８人

□　□　□　□さん	 79歳	 ２月 1日	 浦　横　町
□　□　□　□さん	 86歳	 ２月 2日	 浅見内５区
□　□　□　□さん	 60歳	 ２月 2日	 樋　　口
□　□　□　□さん	 65歳	 ２月 4日	 高　　崎
□　□　　　□さん	 75歳	 ２月 6日	 西磯ノ目
□　□　　　□さん	 93歳	 ２月 9日	 東磯ノ目
□　□　□　□さん	 81歳	 ２月10日	 雀　　舘
□　□　□　□さん	 90歳	 ２月11日	 落　　合
□　□　□　□さん	 84歳	 ２月13日	 富　　田
□　□　□□□さん	 92歳	 ２月14日	 谷　地　中
□　□　□　□さん	 87歳	 ２月15日	 町　　村
□　□　□　□さん	 75歳	 ２月17日	 新　畑　町
□　□　　　□さん	 91歳	 ２月18日	 昭　辰　町
□　□　□　□さん	 91歳	 ２月19日	 一　番　町
□　□　□□□さん	 90歳	 ２月21日	 広　青　苑
□　□　□□□さん	 76歳	 ２月21日	 高　　崎
□　□　□　□さん	 76歳	 ２月23日	 田　　町
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森林資料館「五城目
城」が冬季の休館を終
え、４月１日㈰から開
館します。
五城目城は、町を見

下ろす前平山にあり、
木材産業に使われてい
た道具や林業とのつな
がりが深い鍛

か じ

冶などに関連した展示をしています。

▶開館時間　午前９時から午後５時
　　　　　　（11月１日～11月30日は午後４時閉館）
▶入 館 料　無料
▶休 館 日　12月１日から翌年３月31日まで

森林資料館「五城目城」が開館

お問い合わせ　町農林振興課
（☎852・5233　森林資料館　☎852・3110）


